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＊＊＊ツバメのヒナが育
そだ

っています＊＊＊

桶ケ谷沼ビジターセンターの事務室
じ む し つ

入口の天井
てんじょう

付近
ふき ん

にツバメが巣
す

をつくりヒナが育って

います。   

５月上旬から巣作
すづ く

りが始まり、そのうちに産卵
さんらん

し

たのか抱卵
ほうらん

するようなようすが見られ、６月上旬に

は５匹のヒナがかえりました。２羽の親ツバメがせ

っせとエサを採
と

ってきては大きく開けたヒナの口

に入れています。エサはトンボやガ、ハエなどの生

きた昆虫
こんちゅう

なのですが、桶ケ谷沼にはトンボがたく

さんいるため、トンボを与
あた

えていることが多いです。

トンボを始め動植物の保護
ほ ご

をお願
ねが

いしているビジ

ターセンターとしては、複雑
ふくざつ

な気持ちです。 

このまま順 調
じゅんちょう

に成長
せいちょう

し、無事に巣立
す だ

つことを祈
いの

ります。 

ツバメは軒先
のきさき

などに巣を作りますが、これはカラスなどの天敵
てんてき

から守
まも

るためだと考えられ

ています。９月から１０月になり気温が下がりエサとなる昆虫が少なくなるころに、台湾
たいわん

や

フィリピンなど遠い南の国に旅立ちます。そして、来年の春再
ふたた

びやってくることでしょう。 

開館時間：午前９時～午後５時 (月曜日 休館) 

住所：〒438-0016 磐田市岩井 315 番地   

電話：0538-39-3022  FAX：0538-39-3023 

大きく口を開けエサ

をねだるヒナと、ヒナ

にエサをやる親鳥

①「ヒツジグサ」：スイレンです。花は６月ごろから 11月ごろまで。未
ひつじ

の刻
こく

（午後２時）ごろに花を

咲かせることからヒツジグサと名前がつきましたが、実際
じっさい

は朝から咲いています。 

②「クチナシ」：６月から７月ごろに咲き、いい香
かお

りがします。花が咲いた当初
とうしょ

は白色ですが、だんだ

んと黄色くなってきます。観賞用
かんしょうよう

に八重
や え

咲きに品種
ひんしゅ

改良
かいりょう

されたものもあります。 

③「ササユリ」：桶ケ谷沼付近では５月中旬から花が咲き６月中旬には見られなくなります。葉が笹
ささ

に

似
に

ているのが名前の由来
ゆ ら い

です。発芽
は つ が

してから花が咲くまで７年かかります。 

① ② ③



≪行事予定≫

夏のトンボ観察会 
＊ 日  程   ７月 26 日(日)    9:30～11:30 

＊ 場  所  桶ケ谷沼周辺 

＊ 対 象  一般（小学生以下は保護者
ほ ご し ゃ

同伴
どうはん

で。ただし、新型コロナウィルス感染
かんせん

拡大
かくだい

予防
よぼ う

対策
たいさく

として引率
いんそつ

は 1 人までとしてください。また、未就学児
みしゅうがくじ

の

参加はご遠慮
えんりょ

ください） 

＊ 内 容  ショウジョウトンボやキイトトンボなど色
いろ

鮮
あざ

やかな夏のトンボの観察 

＊ 服装・持ち物  マスク着用 帽子 長袖
ながそで

・長ズボンで野外
やが い

活動
かつどう

ができる服装 水筒
すいとう

メモ用紙 その他必要なもの 

☆ 新型コロナウィルス感染拡大予防対策として参加人数は 20 人までとし、

先 着 順
せんちゃくじゅん

とさせていただきます。 

◎ 次のセンター行事は９月 20 日（日）13:30～15:30「ザリガニを調
しら

べよう」を予

定しています。

どなたでも参加でき、参加費は

無料
むりょう

です。申し込みは直接
ちょくせつ

電話

や FAX でビジターセンターへ 

◎ 今回紹介したコフキトンボ♀は「オビトンボ型
がた

」と呼ばれるものです。他に体色
たいしょく

や翅
はね

の色、模様
もよ う

が異
こと

なるものもいます 
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